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１ いじめから子どもを守る委員会の概要 

（１）設置の経緯 

子どもが将来に明るい希望を持って生活し、学び、健やかに成長できるまちの実現

のため、いじめの防止・早期発見・対応に関する市及び学校の責務、保護者・子ども

関連団体・関係機関等並びに市民の役割を明らかにし、いじめの防止等に関する施策

の基本的事項及び組織について必要な事項を定める「川口市いじめを防止するための

まちづくり推進条例」が平成２９年４月１日に施行された。 

同条例に基づく新たな取り組みとして、市立学校各校に、学校全体でいじめの防止

に取り組むための中心的な役割を担う「いじめ対応教員」を任命した。また、いじめ

の相談に対応するための「川口市いじめから子どもを守る委員会」を設置し、同年５

月より相談業務を開始した。 

（２）所掌事務（条例第１６条） 

・いじめ（いじめの疑いがある場合を含む。）に関する相談に応じ、必要な助言及び支

援を行うこと。 

・いじめに関する救済の申立てに基づき、いじめの事実の有無の調査、調整、勧告又

は是正の要請を行うこと。 

・市長に対し、いじめの再発防止及びいじめの問題の解決を図るための方策の提言等

を行うこと。 

 （３）委員 

星野  崇啓  （小児科・児童精神科医 ※委員長） 

宮下  聡 （教育関係者） 

宮﨑 裕悟 （弁護士） 

 （４）委員による面接相談（要予約） 

   相 談 日 … 第１～３木曜日、午後 

   予約電話 … ０４８－２５８－４０９３ 

             月～金曜日（祝日・年末年始を除く）８時３０分～１７時１５分 

   メール  … mamoru@city.kawaguchi.saitama.jp 

相談入力フォーム・・・ 

 （５）定例会 

相談ケースの共有、意見交換、今後の対応等に関する委員会としての意思統一を図

るため、毎月１回開催。 



２

（６）調査・調整 

救済申立て等に基づき、いじめの事実の有無に関する調査を実施し、必要に応じ、

いじめの防止等のための調整を行う。 

２ 活動について

 （１）活動状況 

月 内  容 件数 月 内  容 件数

R5 

4 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

0 

0 

2 

0 

0 

10 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

1 

2 

0 

0 

0 

5 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

0 

2 

0 

0 

0 

11 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

2 

2 

0 

1 

1 

6 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

0 

4 

0 

1 

0 

12 
第２回

交流会 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

1 

2 

1 

0 

0 

7 
第１回

交流会 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

2 

1 

0 

0 

0 

R6 

1 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

1 

2 

0 

0 

0 

8 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

0 

4 

1 

0 

0 

9 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整 

0 

0 

0 

0 

0 

3 
第３回

交流会 

面接相談 

電話 

メール 

入力フォーム 

調査・調整      

1 

1 

0 

0

0 

    ＊定例会（毎月） 

（２）啓発・研修 

 「いじめ対応についての交流会」 

目 的：学校現場におけるいじめの早期発見や、その後の適切な対応方法につい 

て、委員と教職員が具体的な事例に基づく意見交換等により学び、問題 

対応能力の向上を図る。 
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○第１回交流会   中学校限定 

日  時：令和５年７月３１日（月）午前９時３０分～１２時３０分 

場  所：青木会館 会議室 A 

出席委員：３人（星野 崇啓、宮下 聡、宮﨑 裕悟） 

参 加 者：６人（定員１０人程度募集） 

〈内容〉 

   事前に資料を送付し、「どうしていますか？SNS トラブル」と題し SNS をめぐる様々

な問題について委員と教員が直接意見交換を行い問題対応能力の向上を図り、星野

委員長による「インターネットコミュニケーションとネットトラブル」、宮下委員

による「いじめの初期対応で大切にしたいこと」、宮﨑委員による「事情の聴き方」

の講義を行った。 

○第２回交流会    小学校限定 

日  時：令和５年１２月２５日（月）午前９時００分～午前１２時００分 

場  所：川口市役所第一本庁舎 ５階 ５０１会議室 

出席委員：３人（星野 崇啓、宮下 聡、宮﨑 裕悟） 

参 加 者：７人（定員１０人程度募集） 

〈内容〉 

   事前に資料を送付し、「教室の外でおきるいじめ」と題し委員と教員で積極的な意

見交換を行う。宮﨑委員による「生徒間トラブルに対する学校の法的責任」、宮下

委員による「いじめの初期対応で大切にしたいこと」、星野委員長による「子ども

の発達の視点でみた異年齢の子どもとの関わり」の講義を行った。

○第３回交流会    中学校限定 

日  時：令和６年３月２８日（木）午前９時００分～午前１２時００分 

場  所：川口市役所第一本庁舎 ５階 ５０１会議室 

出席委員：３人（星野 崇啓、宮下 聡、宮﨑 裕悟） 

参 加 者：５人（定員１０人程度募集） 

〈内容〉 

   事前に資料とワークシートを送付し「いじめの解消に向けて教師だからできること」

と題し委員と教員でワークシートをもとに意見交換を行う。星野委員長による「い

じめをめぐる子どもたちの関係性」、宮下委員による「いじめ解消の教育実践」の

講義を行った。

（３）周知・広報 

 ・広報かわぐち          相談窓口ページ及び裏表紙に毎号固定記事掲載 

                         いじめ撲滅強調月間特集記事掲載（１１月号） 

・ホームページ          当委員会ページ随時更新 

                  市トップページ関連リンクバナーを掲載 

・相談受付入力フォーム設定    入力フォーム付きチラシ配布 

・相談受付メールアドレス設定   mamoru@city.kawaguchi.saitama.jp   

・チラシ・カードの配布       市内小・中学校・高等学校・特別支援学校 

・ポスターの掲示         市役所及び市内公共施設、市内掲示板 

市内小・中学校・高等学校・特別支援学校 



４

 ・いじめから子どもを守る委員会周知ポスター配布  市内小・中学校 

 ・その他掲載媒体         子育てガイドブック 

男女共同参画啓発誌「カラフル」 

自殺対策関連相談窓口一覧 

３ 相談ケースと対応状況 

（１）校種及び学年 

（２）受付種別及びその後の対応 

電 話   来 庁   メール 入力フォーム   合 計 

   14   0    4   2   20 

【内訳】 ・電話、メールのやりとりで終了 16 ケース 

・面接相談実施  4 ケース （延べ 9 回） 

（３）調査・調整活動 

内 容 ケース数 対応数 

学校訪問 1 1 

 （４）いじめの発生場所  

学 校 子ども関連団体 放課後児童ｸﾗﾌﾞ 塾 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 家庭 

20 1 0 0 0 0 

 （５）いじめの態様（複数）

暴 力 暴言・悪口 無視・仲間はずれ 器物隠匿・破損等 

9 12 4 1 

差 別 性的いじめ 金品のたかり・恐喝 

3 0 0  

（６）相談者 

本人 父 母 親族 友達 先生 近隣知人 不明 その他 

8 2 8 0 0 0 1 1 0 

   学年 

校種

ケース数 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 

小学校   0 4 2 2 2 0 10 

中学校 2 2 0 4 

高 校 1 0 0  1 

その他 5 5 

20 
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４ 委員活動から見えてきた課題 

（1）地域状況に根ざしたいじめ相談 

 いじめ相談は多くの場合子ども同士の関係性を把握しながら、あるべき関係性はどのよ

うなものかを考えてゆくことが多いが、その関係性の背景には家族の有り様や子どもへの

姿勢、学校と家族との関係性、各家庭同士の関係性や地域事情等さまざまなものが影響し

ている。川口市の場合、子どもの人数が多い地域もあれば少なく単学級になる地域もあっ

たり、海外にルーツをもつ方が多数いる地域があったり、緑地や遊び場等が多い地域もあ

れば少ない地域もあったりとさまざまな地域状況がある。 

 学校区ごとの文化の違いは、確実に子どもたちに影響しており地域の状況や背景を十分

考慮しないと不適切な助言や調整を行ってしまう危険性があり、地域状況をさまざまな手

段で積極的に把握し、情報を経時的に蓄積してゆくことが必要と考えられた。 

（2）学校間での対応の違いに対する助言・調整活動のあり方 

 コロナ禍があけて相談件数は徐々に増えているものの、コロナ以前と比べると相談件数

は少なく、調整活動に入る前に学校内でも十分に対応されているケースが多くなったよう

に感じられる。交流会においても、早期発見と初期対応に尽力されている学校のご報告を

うかがい、各委員とも多くの学びを得ることができた。 

 各学校におけるいじめへの対応力が向上し、学校と子ども、保護者との間での関係性を

通じて子どもの成長につながる解決にむくことが望ましい。しかし、一方で委員会によせ

られる相談内容をみると、初期対応の不十分さが目立つ事例も認められ、学校間の取り組

みをどのように共有し、全体の底上げをしてゆくかが大きな課題と考えられた。 

（3）交流会のあり方 

 近年は小学校と中学校に分けて交互に交流会を開催し、5～8 人程度の先生方に御参加

いただいている。委員の学びも多く、互いの関係も深められているという実感はあるもの

の、川口市全体からすると規模が小さすぎるという意見もいただいている。コロナ禍も一

定の落ち着きをみる中で、中核市の規模に応じた、質と量を満たす交流会のあり方が検討

課題であると考えられた。 

５ 一年を振り返って 

星野 崇啓 委員長 

本委員会も 7 年目に入りました。多くのスタッフの方が異動になり、委員会発足当初か

らいる最古参として委員長を拝命しましたが、私の未熟さを宮下委員、宮崎委員はじめ多

くの方に支えていただいた 1 年でした。 

 これまでの経過において、市内の学校におけるいじめ対応力の向上は目を見張るものが

あると感じます。いじめ防止対策推進法の目指しているところは、できるだけ軽微な状態

で早期に発見し、早期対応をし続けることで、いじめの予兆となりうる子ども同士の関係

性、また子どもと教員をはじめとする大人との関係性を見直してゆくところにあります。

この一見わかりにくい理念に現場が翻弄されていた時期もあったかと思いますが、子ども
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の苦しさに向き合い、早期解決してゆこうという前向きな取り組みの実例を、交流会を通

して、もしくは相談案件のインテイクを通して知ることができました。 

 それゆえにといっていいかどうかはわかりませんが、当委員会への相談案件も、徐々に

高度で難しい案件が増えてきているように感じられます。そのうちの 1 つが、中学校より

も他学年の交流が少ない小学校における、学年をまたぐ子ども間の問題です。状況を把握

するにも組織対応を余儀なくされ、多方面のアプローチが必要になります。これらの問題

は、多くが地域とのやりとりも重要な要素になっているようです。小学校高学年から中学

校ともなればネット上のトラブルも重なり、子どもたちの関係性が多層化・多様化してき

ているようです。 

 子ども同士のみならず、子どもと大人、大人同士あらゆる関係性が希薄になりつつあり

ます。本当に関係性が薄くなればなるほど、逆に人とのつながりを強く求めつつも不安に

かられ、つながり方が下手になって結果孤独になってしまうようです。 

 組織連携という堅苦しい表現でのつながりを入り口に、他人に頼られ頼りながら他者の

よくない点を許容する人間関係の輪をどのように体現するか、いまだ地域のリアルな交流

の場である学校の大きな課題なのであろうと感じる 1 年でした。 

宮下 聡 委員 

この一年間、定例会での相談内容検討を始め、面接相談、調整活動での学校訪問、そし

て例年実施されている市内の先生方との交流会に委員として関わりました。 

 面接相談をおこなったのは、１学期、２学期の学期末と学年末の３件で、それぞれ何回

か継続して行いました。いじめは初期対応が重要といわれます。しかし、持ち込まれたい

じめ案件はどれも「初期段階」のものではありませんでした。発端となったできごとは近

いもので学期始めから、一年以上も前に遡るものもあります。最初担任の先生に相談した

ものの事態が収束しないため、当委員会の事務局に電話をかけるに至ったとそれまでの対

応に不信感を抱かれる方もいました。 

 学年末の駆け込み的な相談は毎年のように見られます。クラス内のいじめにずっと耐え

てきたが、年度替わりを機にいじめを収束させたいとの思いや、せめていじめをしている

子や担任とは次年度は別のクラスになるようにしたいとの思いがあったようでした。実際

問題として、２学期末や３学期に入ってからでは学級内の人間関係を大きく転換させると

いういじめの根本的な解決は難しく、いじめ行為をさせないことと次年度のクラス編成に

反映させるためにといったアドバイスしかできませんでした。もっと初期の段階で相談し

ていただけていればと悔やまれます。 

 次に考えたいのは県外の私立学校に通う市民の方からの相談についてです。クラス内の

人間関係で起きるいじめトラブルへの、担任をはじめとした先生方の対応のあり方につい

ての相談でした。これまで、市立学校を舞台とした事案であれば、市教育委員会を通して

各学校と連絡を取って調整活動を行うことができました。今回のように県外の私立学校の

場合、当委員会として法的な措置や当該児童生徒への精神的サポートのアドバイス以外に、

どのような対応が可能になるのか今後の検討課題になると思います。 

 最後に、初期段階での調整を可能にするためにも、市民の方や子どもたちに当委員会の

存在を広く知らせることと、早期に相談することができるよう当委員会の存在の周知とと

もに相談のハードルを下げるための工夫が必要なことを強調しておきたいと思います。言

うまでもないことですが、子どもが体験する学校時代は時間が限られています。二度と戻

らないその時間を｢記憶から消してしまいたい｣などと思わせてしまうことがないように。 
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宮﨑 裕悟 委員 

私は、昨年度に委員に選任していただきました。昨年１年間は委員会がどのような活動

をしているのかということを学ばせていただくことが多かったように思います。これまで

の委員の先生方が築いてきた活動の障害にならないようにがんばってみたつもりですが、

正直どこまでできたのか、不安に思う部分もあります。 

 具体的な相談事例では、限られた情報の中で対応を考えることは難しく、当然のことで

はありますが、一刀両断に解決できるような事例もないことから、毎回、どうすれば少し

でも良い方向に進められるかを考えながら検討しました。星野委員長、宮下委員それぞれ

の専門領域からのご意見は、私にとっても新鮮なことが多く、具体的な相談事例に対して、

様々な専門家が連携して対応することの大切さを改めて感じることができました。 

 昨年度３回実施させて頂いた教員の先生方との交流会では、教員の先生方の対応や考え

を伺うことができ、大変勉強になりました。委員会としての相談事例を検討する中で感じ

ている複数の専門家で連携して対応を考える素晴らしさを、交流会の場でも共有できると

良いなと思っております。 

 交流会にご参加いただける先生方からは非常に熱意を感じております。その熱意に負け

ないように、これからも充実した交流会が実施できるようにがんばっていきたいと思いま

す。 
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〇川口市いじめから子どもを守る委員会規則 

                          平成２９年３月３１日 

規則第９号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、川口市いじめを防止するためのまちづくり推進条例（平成２

８年条例７０号。以下「条例」という。）第３２条の規定に基づき、条例第１５条

に規定する川口市いじめから子どもを守る委員会（以下「委員会」という。）の運

営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（会議） 

第２条 委員会の会議は、公開しない。 

 （身分証明書の携帯） 

第３条 委員会の委員は、条例第２６条の規定による調査又は条例第２８条の規定

による調整を行う場合においては、別記様式の身分証明書を携帯し、関係者の請

求があったときは、これを提示しなければならない。 

 （庶務） 

第４条 委員会の庶務は、子ども部青少年対策室において処理する。 

 （委任） 

第５条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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別記様式            （表） 

身分証明書 

                            第      号 

                  氏  名 

                  生年月日     年   月   日 

       上記の者は、川口市いじめを防止するためのまちづくり推進条例 

      第２６条の規定による調査及び条例２８条の規定による調整を行う   

権限を有する者であることを証明する。  

           年   月   日 

                     川口市長          印 

                   （裏） 

      川口市いじめを防止するためのまちづくり推進条例（抜粋） 

    （調査等） 

   第２６条 委員会は、前条の規定により受けた相談について、必要があると認め 

るときは、相談をした者の意見を踏まえて、当該相談に係る 子どもが在籍す 

る学校等に対し、当該相談の内容について情報を提供するとともに、いじめの 

事実の有無について調査するよう求め、又は自ら調査することができる。 

   ２ 委員会は、前条の救済の申立て（以下「救済の申立て」という。）が された 

場合には、調査をすることが明らかに適当でないと認めるときを除き、当該救 

済の申立てに係る子どもが在籍する学校等と共同して、当該救済の申立てに係 

る事実の有無について調査を行うものとする。ただし、当該救済の申立てに係 

る子どもからの要請がある場合その他共同して調査することが適当でない事 

情があると認めるときは、委員会は、単独で調査を行うことができる。 

    （調整） 

   第２８条 委員会は、調査の結果、必要があると認めるときは、学校と共同して 

    又は単独で、いじめの防止等のための調整を行うものとする。 

       川口市いじめから子どもを守る委員会規則（抜粋） 

    （身分証明書の携帯） 

   第３条 委員会の委員は、条例第２６条の規定による調査又は条例第２８条の 

    規定による調整を行う場合においては、別記様式の身分証明書を携帯し、関係

者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

（

写

真

）
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